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キキーーワワーードド：：  熱熱・・物物質質移移動動，，熱熱とと流流れれのの数数値値解解析析，，熱熱とと流流れれのの可可視視化化実実験験  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・流流体体内内のの対対流流のの挙挙動動やや温温度度分分布布・・物物質質のの濃濃度度分分布布ななどどのの評評価価  

・・感感温温液液晶晶にによよるるシシリリココーーンンオオイイルル内内のの流流れれとと温温度度分分布布のの可可視視化化実実験験  

・・分分子子動動力力学学シシミミュュレレーーシショョンンにによよるる熱熱流流体体系系のの分分子子挙挙動動のの解解析析  

  

 
研究内容：  

  

＜＜自自然然対対流流のの解解析析＞＞  

液液体体内内のの温温度度差差にによよりり発発生生すするる自自然然対対流流にによよっってて，，熱熱・・物物質質移移動動がが促促進進さされれまますす。。ここののととききのの液液体体内内のの様様子子をを，，可可

視視化化実実験験とと数数値値シシミミュュレレーーシショョンンにによよっってて解解析析しし，，熱熱伝伝達達のの促促進進やや，，流流れれとと温温度度分分布布のの制制御御にに関関すするる研研究究をを行行っってて

いいまますす。。ままたた，，液液体体内内にに溶溶解解ししてていいるる物物質質のの濃濃度度分分布布のの解解析析もも行行っってていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜分分子子シシミミュュレレーーシショョンン＞＞  

温温度度とと物物質質のの状状態態のの関関係係ににつついいてて，，分分子子動動力力学学法法にによよるる数数値値シシミミュュレレーーシショョンンをを行行ううここととにによよっってて解解析析ししてていいまますす。。

例例ええばば，，融融液液のの結結晶晶化化やや液液体体のの蒸蒸発発ななどどのの相相変変化化ににつついいてて，，分分子子のの挙挙動動をを観観察察すするる微微視視的的解解析析をを行行っってていいまま

すす。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
─85─




